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横芝光町農業委員会２月第１１回定例総会議事録 

 

１．開催日時 令和３年２月５日(金) 午後４時～午後４時４５分 

 

２．開催場所 横芝光町役場 第３会議室 

 

３．出席委員 （１１名） 

   会  長      ４番 萩原 智夫 

会長職務代理者   ２番 鈴木 忠夫 

委  員      １番 宇井 久１番  

５番 大川戸 直美   ６番 佐久間 正好 

７番 佐久間 幸子   ８番 長峯 高明 

９番 越川 雅彦  １０番 行木 栄一 

１１番 小野 秀明  １２番 平山 雅英 

 

４．欠席委員 （ １名） ３番 土屋 正明 

 

５．農業委員会事務局職員 

   事務局長      古作 健二 

主幹兼農政班長  林  栄 

 

６．議事日程 

日程第１ 議事録署名委員及び会議書記指名の件 

日程第２ 議案第１号 

農地法第３条の規定による許可申請に対する許否決定について 

日程第３ 議案第２号 

農地法第５条の規定による許可申請に対する県への意見について 

日程第４ 議案第３号 

      農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請に対する県 

への意見について 

日程第５ 議案第４号 

      令和２年度第１１次農用地利用集積計画（案）の承認について 
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７．会議の概要   

事務局 これより、令和３年２月(第１１回)定例農業委員会総会を開会します。 

はじめに萩原会長よりご挨拶を申し上げます。 

 

会 長 萩原会長挨拶 

 

事務局 ありがとうございました。 

続きまして、ご多用のところご臨席をいただきました佐藤町長から、ご挨拶を

いただきます。 

 

町 長 佐藤町長挨拶 

事務局 ありがとうございました。佐藤町長におかれましてはこの後、公務のため、ここ

で退席となります。 

本日は、３番土屋正明委員より欠席する旨の連絡がありましたので、ご報告

いたします。 

本日の出席委員は、１２名中１１名です。過半数が出席していますので、会議

規則第６条の規定により、本総会は成立しております。 

それでは、会議規則第４条の規定により、以後の議事進行につきましては萩

原会長に議長をお願いします。 

 

議 長 それでは、これより議事に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員及び会議書記の指名を行います。会議規則第１

３条第２項の規定により、議長が指名することに、ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

 異議なしの声がありましたので、指名します。 

２番 鈴木忠夫委員、１１番 小野秀明委員にお願いします。 

なお、会議書記には、事務局の林主幹を指名します。 

日程第２ 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請に対する許否決

定について 上程します。 

事務局に議案の朗読並びに説明をお願いします。 

 

事務局 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請に対する許否決定につい

て 
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農地法第３条による許可申請書が提出されたので、本会の議決を求める。 

令和３年２月５日提出 横芝光町農業委員会長 萩原 智夫 

 

次のページをご覧ください。 

今回の３条の許可申請は、経営規模拡大のための売買による所有権移転１

件です。 

なお、譲受人と譲渡人はそれぞれ資料に記載のとおりです。 

申請地の位置図を添付していますので併せてご覧ください。 

申請地は、横芝字大島の田、１，００５㎡です。南側に隣接する田が譲受人

の耕作地となっており、利便性は良いと思います。 

また、譲受人の、機械保有、労働力、営農状況などから３条許可基準に適合

していると考えます。 

 

以上、議案第１号の説明とさせていただきます。 

 

議 長 ただいま、議案第１号の朗読並びに説明が終わりました。 

この案件について、担当委員の説明を求めます。 

 

１ 番 １番宇井です。この件については、譲渡人が申請農地以外の自身の耕作地

が申請地に隣接していないため、経営規模拡大を目指し、隣接農地を耕作す

る譲受人との協議が整い、売買により譲受人が農地を取得するものです。な

お、申請地では水稲を作付する予定とのです。よろしくお願いします。 

 

議 長 説明が終わりましたので、この案件について、質疑を許します。 

 

 （異議なしの声） 

議 長  異議なしの声がありましたので、質疑を終了しこの案件について採決します。

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

賛成全員よって、この案件については、原案のとおり決定いたしました。 

日程第３ 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請に対する県への意

見について 上程します。 

事務局に、議案の朗読並びに説明をお願いします。 
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事務局 議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請に対する県への意見につ

いて 

農地法第５条による許可申請書が提出されたので本会の意見を求める。 

令和３年２月５日提出 横芝光町農業委員会長 萩原 智夫 

 

次のページをご覧ください。 

今回の５条の許可申請は、２件です。 

なお、申請者は資料に記載のとおりです。 

申請１件目の土地は、北清水字清水、畑１，０１１㎡で、太陽光発電事業など

を行っている譲受人に、太陽光発電施設用地として、地上権の設定をするもの

です。 

「地上権」は他人の土地を使う権利「借地権」の一種ですが、地主の承諾がな

くても譲渡や転貸ができるなど、「賃借権」と比べて、土地に対してより強い権利

を持っています。最近は、太陽光発電パネルを設置するために地上権を設定

するケースが増えているようです。 

それでは、申請地①と記載の位置図、公図、土地利用計画図を添付してい

ますので併せてご覧ください。 

申請地は、横芝敬愛高等学校から南へ約７００ｍの位置にあります。 

太陽光発電施設と工場に隣接しており、農地の区分は第２種農地と判断で

き、周辺に代わりとなる土地がない場合には許可が見込まれます。 

設備の概要ですが、ソーラーパネル３００枚とパワーコンディショナー５台を設

置し、４９．５ｋｗの発電出力です。今回の発電事業計画については、経済産業

大臣の認定を受けており、東京電力への電力需給契約申し込みも済んでいま

す。 

隣接農地は無く、転圧を行う程度で埋め立ては行なわず、外周にフェンスを

施工する計画で、雨水は敷地内浸透としています。 

工事期間は、令和３年４月１日から令和３年５月３１日までを予定しています。 

建設費用には、全額自己資金を充てるもので、金融機関からの預金残高証

明書により、資金調達できる見込みであることを確認しています。 

続きまして、申請２件目の土地は、横芝字大島、畑４筆、計２，００４㎡で、不

動産業を行っている譲受人に、用途を８棟分の建売分譲住宅用地として、所有

権の移転をするものです。 

申請地②と記載の位置図、公図、土地利用計画図を添付していますので併

せてご覧ください。 

申請地は、県営大島団地から南西に約６０mの位置にあります。 
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第１種農地に該当すると判断できますが、建売分譲住宅の場合は例外的に

許可が見込まれます。 

土地改良区への転用協議が済んでおり、排水の放流同意も得ています。申

請地には盛土を行う予定ですが、隣接の境界にはブロック土留めを設置し雨水

の流出を防ぐ計画となっています。 

また、隣接農地所有者へは事業内容を説明し同意を得ており、町への宅地

開発事前協議申出がされています。なお、添付の公図で申請地の西隣に横芝

町、畑とありますが、現況は道路となっています。 

工事期間は、令和３年３月１日から令和４年１２月２０日までを予定していま

す。 

土地代金、整地費用および建設費には、全額自己資金を充てるもので、金

融機関からの預金残高証明書により、資金調達できる見込みであることを確認

しています。 

 

以上、議案第２号の説明とさせていただきます。 

 

議 長 ただいま、議案第２号の朗読並びに説明が終わりました。 

１件目の案件について、担当委員の説明を求めます。 

 

１１番  １１番 小野です。申請地は、土地改良の受益地ではありません、また隣接農

地もありません。周りには太陽光発電施設がすでに作られていますので特に問

題はありません。 

 

議 長 説明が終わりましたので、１件目の案件について、質疑を許します。 

 

 （異議なしの声） 

議 長 異議なしの声がありましたので、質疑を終了し、この案件について採決しま

す。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

賛成全員よって、１件目の案件については、原案のとおり許可相当として県

知事に意見を送付いたします。 

続いて２件目の案件について、担当委員の説明を求めます。 
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１ 番 １番 宇井です。本件は、農地転用について土地改良区とも協議済みで、生

活雑排水の水路への放流についても同意を得ているなど、問題はありません。 

よろしくお願いします。 

 

議 長 説明が終わりましたので、２件目の案件について、質疑を許します。 

 

 （異議なしの声） 

議 長 異議なしの声がありましたので、質疑を終了し、この案件について採決しま

す。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

賛成全員よって、２件目の案件については、原案のとおり許可相当として県

知事に意見を送付いたします。 

日程第４ 議案第３号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申

請に対する県への意見について 上程します。 

事務局に、議案の朗読並びに説明をお願いします。 

 

事務局 議案第３号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請に対す

る県への意見について 

農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請書が提出されたので

本会の意見を求める。 

 令和３年２月５日提出 横芝光町農業委員会長 萩原 智夫 

 

次のページをご覧ください。 

今回、申請がありましたのは、昨年、令和２年１０月の農業委員会定例総会で

審議いただき、許可相当として県知事に意見を送付し、県知事から許可を得て

いた事業です。変更の内容ですが、「賃借権設定」を「地上権設定」に変更した

いとして申請がありました。そのほかの事業内容につきましては変更ありませ

ん。北清水字清水、畑１，０１１㎡を太陽光発電施設用地として、転用申請があ

った案件です。 

参考として申請地の位置図、公図、土地利用計画図を添付しています。 

計画変更理由ですが、太陽光発電用地として長期に使用することから、譲受

人及び譲渡人とで協議をし、債権（土地を利用できる権利）である賃借権では

なく、物権（物や権利を直接支配する権利）としての地上権としたいとのことで

す。 
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「賃借権」と「地上権」についてご説明します。なお、議案第２号の説明と重な

る部分もありますが、ご了承ください。 

「賃借権」と「地上権」はどちらも他人が所有する土地を借りて建物などを建て

たりする権利の「借地権」となります。 

「賃借権」と「地上権」の大きな違いですが、地上権の方が土地に対してより

強い権利を持っており、地主の承諾がなくても譲渡や転貸ができます。また、登

記の義務があり、担保として提供することが可能とされています。一方で賃借権

の場合は、貸した人の承諾がないと譲渡や転貸はできません。また、登記の義

務もなく、担保として提供することもできません。 

農地に限りませんが、最近は、太陽光発電パネルを設置するために地上権

を設定するケースが増えているようです。 

 

以上、議案第３号の説明とさせていただきます。 

 

議 長 ただいま、議案第３号の朗読並びに説明が終わりました。 

この案件について、担当委員の説明を求めます。 

 

１１番  １１番 小野です。 

 本件は、太陽光発電施設の計画で一度許可がされた案件です。現地を確認

したところパネルの設置やフェンス等が完了し、あとは配線を繋ぐ状況でした。

いまから変更というのも疑問ですが、権利設定を変えるだけですので、問題は

ありません。よろしくお願いします。 

 

議 長 説明が終わりましたので、この案件について、質疑を許します。 

 

６ 番 ６番佐久間です。地上権の設定というのは借りる人にとって強い権限があると

いうことですね。 

 

事務局 借りる方がより有利で権限が強いものとなります。賃借権との違いにつきまし

ては、先ほどの説明で申し上げたとおりです。 

 

 （異議なしの声） 

 

議 長 異議なしの声がありましたので、質疑を終了し、この案件について採決しま

す。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 
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（挙手全員） 

賛成全員よって、この案件については、原案のとおり承認相当として県知事

に意見を送付いたします。 

日程第５ 議案第４号 令和２年度 第１１次農用地利用集積計画(案)の承認

について 上程します。 

事務局に、議案の朗読並びに説明をお願いします。 

 

事務局 議案第４号 令和２年度第１１次農用地利用集積計画(案)の承認について 

農業経営基盤強化促進法 第１８条第１項の規定により令和２年度第１１次

農用地利用集積計画(案)が提出されたので、本会の議決を求める。 

令和３年２月５日提出  横芝光町農業委員会長 萩原 智夫 

 

次のページをご覧ください。 

今回の利用集積は、新規設定２４件、中間管理機構設定１件、再設定５件、

所有権移転２件の合計３２件です。 

初めに新規設定ですが、利用権を設定する者と利用権の設定を受ける者

は、資料に記載のとおりです。 

利用権を設定する農地ですが、 

新規設定１件目は、寺方字西中島、於幾字橋本の畑４筆、計３，２２８㎡、使

用貸借権の設定で期間は１０年間です。 

新規設定２件目は、於幾字橋本の畑３筆、計２，２５１㎡、賃借権の設定で期

間は１０年間です。 

新規設定３件目は、北清水字清水の田及び畑、計２筆で１，１８６㎡、使用貸

借権の設定で期間は１０年間です。 

新規設定４件目は、北清水字東脇、字押出の畑３筆、計７，１３０㎡、賃借権

の設定で期間は１０年間です。 

新規設定５件目は、北清水字清水の畑３筆、計２，０２１㎡、賃借権の設定で

期間は１０年間です。 

新規設定６件目は、屋形字三軒家前の畑、４，８７９㎡、賃借権の設定で期間

は１０年間です。 

新規設定７件目は、屋形字三軒家前の畑２筆、計２，７３８㎡、賃借権の設定

で期間は１０年間です。 

新規設定８件目は、屋形字目篠後の畑２筆、計６，３９１㎡、賃借権の設定で

期間は１０年間です。 

新規設定９件目は、両国新田字荻野の畑２筆、計２，０６８㎡、賃借権の設定
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で期間は１０年間です。 

新規設定１０件目は、新島字荒場の畑３筆、計３，７２２㎡、賃借権の設定で

期間は１０年間です。 

新規設定１１件目は、栗山字四海目、北清水字清水の畑７筆、計５，９６７㎡、

賃借権の設定で期間は３年間です。 

新規設定１２件目は、北清水字東脇の畑２筆、計９８８㎡、賃借権の設定で期

間は１０年間です。 

新規設定１３件目は、北清水字入間の畑、４，５９９㎡、賃借権の設定で期間

は６年間です。 

新規設定１４件目は、北清水字杢ノ浦の畑２筆、計２，５４７㎡、賃借権の設定

で期間は１０年間です。 

新規設定１５件目は、屋形字三軒家前の畑２筆、計２，４６２㎡、賃借権の設

定で期間は１０年間です。 

新規設定１６件目は、遠山字天ノ作の畑２筆、計１，５８３㎡、賃借権の設定で

期間は１０年間です。 

新規設定１７件目は、遠山字桜前の畑、４，４７９㎡、賃借権の設定で期間は

１０年間です。 

新規設定１８件目は、於幾字踊台の畑、１，９９４㎡、賃借権の設定で期間は

１０年間です。 

新規設定１９件目は、寺方字台畑、取立字医王寺台の畑２筆、計１，８４２㎡、

賃借権の設定で期間は１０年間です。 

新規設定２０件目は、木戸字 割の畑２筆、計３，４７５㎡、賃借権の設定で期

間は１０年間です。 

新規設定２１件目は、新島字茶畑の畑５筆、計６，５４０㎡、賃借権の設定で

期間は１０年間です。 

新規設定２２件目は、於幾字踊台の畑、７９３㎡、賃借権の設定で期間は１０

年間です。 

新規設定２３件目は、於幾字橋本の畑４筆、計１，７１４㎡、賃借権の設定で

期間は１０年間です。 

新規設定２４件目は、新島字荒場の畑２，６３２㎡、賃借権の設定で期間は５

年間です。 

続いて中間管理機構設定ですが、利用権を設定する者、利用権の設定を受

け転貸を行う者、転貸を受ける者は資料に記載のとおりです。 

権利を設定する農地は、宮川字鶴巻、字関下の田６筆、計７，９６３㎡、賃借

権の設定で期間は１０年間です。 
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次に再設定ですが、利用権を設定する者と利用権の設定を受ける者は、資

料に記載のとおりです。 

利用権を設定する農地ですが、 

再設定１件目は、新井字石生の田３筆、計１，７４７㎡、賃借権の設定で期間

は６年間です。 

再設定２件目は、新井字矢掛の田、９１２㎡、賃借権の設定で期間は６年間

です。 

再設定３件目は、新井字馬場下の田、７９３㎡のうち４８５㎡、賃借権の設定で

期間は６年間です。なお、地積の一部についての賃借権設定となっています

が、残りの分につきましては、柵渠板の土留めで区分された畑となっており、賃

借はしないとのことです。 

再設定４件目は、新井字二反町の田および畑、計３筆で１，７７０㎡、田は賃

借権、畑は使用貸借権の設定で期間は１０年間です。 

再設定５件目は、木戸字 八割の畑３筆、計３，１６１㎡、賃借権の設定で期間

は３年間です。 

次に所有権移転ですが、所有権を移転する者と所有権の移転を受ける者

は、資料に記載のとおりです。 

所有権移転１件目は、原方字下根前原の田および畑、木戸字十四割の田、

木戸字十五割の畑、尾垂イ字香取内の畑、合計１１筆で、１３，８６１㎡、売買に

より本年３月１９日引き渡し予定です。 

所有権移転２件目は、鳥喰新田字車田、字一本松の田２筆、計２，１２５㎡、

売買により本年３月１７日引き渡し予定です。 

なお、本計画（案）につきましては、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項

の要件を満たしていると考えます。 

 

以上、議案第４号の説明とさせていただきます。 

 

議 長 ただいま、議案第４号の朗読並びに説明が終わりました。 

それでは、新規設定の案件について、一括して質疑を許します。 

 

９ 番 ９番越川です。賃借料で斜線が引いてあるものは無料貸しということですよ

ね。 

 

事務局 賃借料が発生しない使用貸借権は、賃借料の欄に斜線が引いてあります。

農地を荒らすよりは無償でも借りて欲しいという方もいらっしゃいます。 
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議 長 他に質問等ないですか。なければ、質疑を終了し、新規設定について、一括

して採決します。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

賛成全員、よって新規設定については、すべて原案のとおり決定いたしまし

た。 

次に、中間管理機構設定の案件について、質疑を許します。 

 

 （異議なしの声） 

議 長 異議なしの声がありましたので、質疑を終了し、中間管理機構設定につい

て、採決します。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

賛成全員よって、中間管理機構設定については、原案のとおり決定いたしま

した。 

次に、再設定の案件について、審議を行いますが、５件目の案件が、平山 

雅英委員に関係があり、議事参与の制限に該当しますので、当該事案につい

ては、分離して審議します。 

まず、再設定の５件目の案件を審議しますので、会議規則第１０条の規定に

より、採決が終了するまでの間、平山雅英委員は、退室をお願いします。 

（平山委員退室） 

 それでは、再設定の５件目の案件について、質疑を許します。 

 

 （異議なしの声） 

議 長 異議なしの声がありましたので、質疑を終了し、この案件について採決しま

す。原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

賛成全員よって、再設定の５件目の案件は、原案のとおり決定しました。 

平山雅英委員の入室を認めます。 

（平山委員入室） 

平山雅英委員に、報告します。 

ただいまの案件は、原案のとおり決定しました。 

それでは、分離して採決を行った５件目の案件を除く、再設定の４件につい

て、一括して審議します。 
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これより、質疑を許します。 

 

 （異議なしの声） 

議 長 異議なしの声がありましたので、質疑を終了し、再設定の４件について、一括

して採決します。 

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（委員挙手） 

賛成全員よって、再設定については、すべて原案のとおり決定いたしました。 

次に、所有権移転の案件について、一括して質疑を許します。 

 

 （異議なしの声） 

議 長 異議なしの声がありましたので、質疑を終了し、所有権移転について、一括

して採決します。 

原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

賛成全員よって、所有権移転については、すべて原案のとおり決定いたしま

した。 

以上で 提案されました議案の審議はすべて終了しました。 

慎重審議ご苦労様でした。 

 

事務局 

 

以上をもちまして、令和３年２月(第１１回)農業委員会定例総会を閉会しま

す。 

 

 


